
『
椋
鳥
通
信
』

'̂ 
の
視
覚
6

|
|
鴎
外

「
沈
黙
の
塔
」

の
発
禁
問
題
|
|
|

は
じ
め
に

『
椋
鳥
通
信
』
は
、
森
鴎
外
が
ド
イ
ツ
の
新
聞
の
文
芸
欄
を
中
心
に
紹
介

し
た
も
の
で
、
一
九

O
九
(
明
治
四
十
二
)
年
三
月
の
『
ス
バ
ル
』
第
一
年

第
三
号
以
降
、
一
九
一
三
(
大
正
二
)
年
十
二
月
発
行
の
第
五
年
第
十
二
号

(
終
刊
号
)
ま
で
途
中
三
回
の
休
載
は
あ
っ
た
が
五
年
間
に
わ
た
り
五
十
五

回
に
わ
た
っ
て
「
無
名
氏
」
の
署
名
で
(
第
六
回
の
み
「
元
名
氏
」
ま
た
第

三
十
八
回
は
署
名
な
し
)
連
載
さ
れ
た
。
こ
れ
ま
で
筆
者
は
、
日
露
戦
後
の

西
欧
社
会
か
ら
日
本
社
会
へ
の
影
響
と
実
情
を
実
証
的
に
明
ら
か
に
す
る

た
め
に
、
ま
ず
鴎
外
が
『
椋
鳥
通
信
』
に
お
い
て
客
観
的
な
紹
介
で
は
な
く
、

鴎
外
自
身
が
感
想
や
意
見
を
述
べ
て
い
る
と
こ
ろ
に
注
目
し
て
整
理
し
て

き
た
一
。

現
在
、
『
椋
鳥
通
信
』
の
全
六
八
九
一
項
目
の
分
析
に
着
手
し
、
す
で
に

「
鴎
外
『
椋
鳥
通
信
』
か
ら
『
さ
へ
づ
り
』
へ
|
情
報
メ
デ
ィ
ア
と
創
作
|
」

(
『
日
本
比
較
文
学
会
東
京
支
部
研
究
報
告
』
、
二

O
O七
・
八
)
で
『
椋
鳥

h埼

玉区

幸

代

子

通
信
』
の
女
性
に
関
す
る
記
事
が
、
同
時
期
の
女
性
投
稿
雑
誌
『
女
子
文
壇
』

の
中
で
「
西
洋
婦
人
新
聞
」
や
「
西
洋
の
婦
人
」
と
い
う
名
で
転
載
さ
れ
伝

播
さ
れ
て
い
た
こ
と
や
『
椋
鳥
通
信
』
か
ら
創
作
へ
の
連
関
を
明
ら
か
に
し

て
き
た
。

『
読
売
新
聞
』
な
ど
当
時
の
新
聞
で
『
椋
鳥
通
信
』
が
連
載
当
初
か
ら
鴎

外
が
編
ん
だ
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
反
響
を
呼
ん
で
い
た
こ
と
が
裏
づ
け

ら
れ
一
一
、
「
森
鴎
外
の
『
椋
鳥
通
信
』
|
『
さ
へ
づ
り
』
・
『
沈
黙
の
塔
』
へ
|
」

(
『
富
山
大
学
人
文
学
部
紀
要
』
五
十
四
号
、
二

O
一
一
・
こ
を
発
表
し

た。
『
椋
鳥
通
信
』
が
連
載
さ
れ
た
時
期
の
日
本
は
、
日
露
戦
争
に
よ
っ
て
大

き
な
変
革
期
を
迎
え
、
産
業
だ
け
で
な
く
文
化
・
芸
術
面
な
ど
で
の
変
化
の

多
い
時
期
に
あ
た
る
。
新
国
家
発
展
の
支
柱
と
な
る
よ
う
な
民
族
的
な
自
覚

の
高
揚
と
-
対
照
的
に
個
人
の
自
覚
が
現
わ
れ
、
演
劇
で
は
「
新
劇
」
と
呼

ば
れ
る
西
洋
の
近
代
劇
を
手
本
と
す
る
新
興
劇
団
も
台
頭
し
て
き
た
が
、
そ

の
推
進
に
『
椋
鳥
通
信
』
の
情
報
が
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
も
わ
か
っ
て
き
た
。

加
え
て
『
椋
鳥
通
信
』
の
主
要
な
情
報
に
つ
い
て
は
、
そ
の
主
要
な
原
典
が
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ベ
ル
リ
ナ

i
タ
l
ゲ
ゃ
フ
ラ
ッ
ト
と
確
定
し
て
よ
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
一
一
。

し
か
も
、
原
典
に
な
っ
た
ベ
ル
リ
ナ

l
タ
l
ゲ

a

プ
ラ
ッ
ト
の
文
芸
欄
を
そ

の
ま
ま
翻
訳
紹
介
し
た
と
い
う
も
の
で
は
な
い
。
記
事
の
全
文
で
は
な
く
、

鴎
外
の
ヨ
リ
ミ
ネ
が
行
わ
れ
、
ま
さ
に
編
集
者
と
し
て
の
手
腕
に
よ
る
も
の

で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
凶
。

そ
う
し
た
『
椋
鳥
通
信
』
に
お
け
る
海
外
事
情
紹
介
の
な
か
で
も
、
検
閲

や
政
治
の
記
事
を
鴎
外
が
繰
り
返
し
取
り
上
げ
て
い
る
こ
と
は
注
目
さ
れ

る

t
こ
の
時
期
の
鴎
外
自
身
の
創
作
に
目
を
向
け
る
な
ら
ば
、
大
逆
事
件

の
大
検
挙
が
行
わ
れ
、
石
川
啄
木
が
「
時
代
閉
塞
」
と
指
摘
し
た
一
九
一

O

年
(
明
治
四
十
二
一
)
に
、
九
月
「
フ
ア
ス
チ
ェ
ス
」
、
十
一
月
「
沈
黙
の
塔
」
、

十
二
月
に
「
食
堂
」
と
い
う
大
逆
事
件
に
抗
す
る
三
つ
の
小
説
を
次
々
に
発

表
し
て
い
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
特
に
発
禁
に
関
す
る
『
椋
鳥
通
信
』
の

記
事
に
着
目
し
、
三
作
の
中
で
も
日
本
に
お
け
る
西
洋
翻
訳
文
学
の
発
禁
問

題
を
風
刺
す
る
「
沈
黙
の
塔
」
と
の
連
関
を
考
察
し
て
い
き
た
い
。

『
椋
鳥
通
信
』
と
『
沈
黙
の
塔
』

資
料
①
に
示
し
た
よ
う
に
『
椋
鳥
通
信
』
に
お
け
る
海
外
事
情
紹
介
の
な

か
で
も
、
検
閲
や
政
治
の
記
事
を
実
に
多
く
取
り
上
げ
て
い
る
の
が
わ
か
る
。

し
か
も
、
実
際
そ
の
内
容
を
見
る
と
、
客
観
的
な
紹
介
の
形
を
取
り
な
が
ら

も
、
鴎
外
自
身
の
検
閲
や
政
治
に
つ
い
て
の
見
解
が
透
け
て
見
え
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
六
。

す
で
に
一
九
一

一
年
(
明
治
四
十
四
)
二
月
か
ら
十
月
に
か
け
て
『
椋
鳥
通

信
』
の
発
禁
問
題
を
紹
介
七
し
た
の
で
、
こ
こ
で
は
一
九
一

O
年
当
時
の
『
椋

鳥
通
信
』
の
発
禁
(
興
行
禁
止
を
含
む
)
に
関
わ
る
記
事
を
取
り
上
げ
て
表

に
し
、
九
三
ペ
ー
ジ
に
調
査
研
究
過
程
で
明
ら
か
に
な
っ
た
原
典
て
あ
る
ベ

ル
リ
ナ

l
タ

l
ゲ
プ
ラ
ッ
ト
の
該
当
箇
所
を
示
し
た
の
で
ご
参
照
い
た
だ

き
た
い
。
な
お
、
資
料
②
に
鴎
外
の
紹
介
記
事
の
原
典
の
一
部
を
掲
載
し
た
。

当
時
、
山
県
有
朋
ら
は
、
社
会
主
義
に
比
較
的
寛
大
で
あ
っ
た
西
国
寺
内

閣
を
総
辞
職
に
追
い
込
み
、
第
二
次
桂
内
閣
は
社
会
主
義
取
締
り
を
強
化
す

る
。
一
九
一

O
年
五
月
の
大
逆
事
件
に
伴
い
、
第
二
次
桂
内
閣
は
発
禁
処
分

を
乱
発
し
て
言
論
を
弾
圧
し
た
八
。
「
安
寧
秩
序
妨
害
」
に
よ
る
発
禁
処
分
数

は
、
前
年
は
わ
ず
か
に
十
四
件
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
百
十
五
件
に
増
加
す

る
。
こ
う
し
た
政
府
の
言
論
弾
圧
に
抗
す
る
よ
う
に
、
『
椋
鳥
通
信
』
で
は

意
識
的
に
発
禁
問
題
、
と
り
わ
け
興
行
禁
止
が
多
く
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る

こ
と
は
看
過
で
き
な
い
。

た
と
え
ば
、
表
に
示
し
た
『
ス
バ
ル
』
一
九
一

0
年
四
月
号
(
明
治
四
十
三
年

三
月
一
日
コ
ベ
ン
ハ

l
ゲ
ン
発
)
で
は
、
デ
ン
マ
ー
ク
の
演
劇
取
締
法
案
が
紹
介

さ
れ
て
い
る
。
法
案
の
内
容
は
、
検
閲
官
の
廃
止
、
興
行
願
の
廃
止
な
ど
を
含

み
、
脚
本
を
審
査
委
員
会
に
提
出
し
て
承
認
さ
れ
た
ら
、
警
察
は
こ
れ
に
容
壕

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
法
案
に
つ
い
て
、
「
(
議

会
を
)
通
過
す
る
と
、
大
進
歩
で
あ
る
」
と
鴎
外
は
記
し
て
い
る
。
九
デ
ン
マ
ー

ク
の
進
歩
的
な
法
案
と
正
反
対
の
日
本
の
理
不
尽
な
検
闘
が
こ
こ
で
暗
に
対
比

さ
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

長
い
ド
イ
ツ
語
の
ま
ま
引
用
さ
れ
て
い
る
『
ス
バ
ル
』
十
二
月
号
で
は
ベ
ル

リ
ン
警
察
が
自
由
劇
場
に
興
行
禁
止
を
命
じ
た
件
で
、
抗
議
す
る
「
大
曾
議
」
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が
あ
り
、
決
議
、
が
あ
げ
ら
れ
た
。
決
議
の
末
文
が
ド
イ
ツ
語
の
ま
ま
で
引
用
さ

れ
て
い
る
の
で
訳
し
て
み
よ
う
。

「
本
会
議
は
次
の
よ
う
な
確
信
を
抱
い
て
い
る
。
国
民
の
精
神
生
活
は
警
察

の
監
督
を
受
け
る
必
要
が
な
い
、
ま
た
完
全
な
自
由
の
な
か
に
お
い
て
こ
そ
精

神
生
活
は
豊
か
に
発
展
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
本
会
議

は
、
自
由
劇
場
が
検
閲
を
受
け
な
い
と
い
う
自
由
を
回
復
す
る
こ
と
を
求
め
る

の
み
な
ら
ず
、
時
代
遅
れ
に
な
っ
た
劇
場
検
閲
一
般
を
廃
止
す
る
こ
と
を
求
め

る
も
の
で
あ
る
。
」
と
い
う
、
検
閲
そ
の
も
の
の
廃
止
が
は
っ
き
り
と
要
求
さ

れ
て
い
る
部
分
が
ド
イ
ツ
語
の
原
文
の
ま
ま
引
用
さ
れ
て
い
る
。
一
O

こ
の
よ
う
に
、
『
椋
鳥
通
信
』
の
発
禁
記
事
を
見
る
な
ら
ば
、
発
禁
処
分

や
興
行
禁
止
の
定
見
の
な
さ
や
愚
か
さ
が
浮
き
彫
り
に
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
わ
か
る
だ
ろ
う
。
『
椋
鳥
通
信
』
に
お
い
て
、
鴎
外
が
海
外
の
検
閲
事
情

を
繰
り
返
し
取
り
上
げ
た
の
に
は
、
連
載
当
時
の
日
本
の
言
論
統
制
を
批
判

す
る
意
図
が
あ
っ
た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

と
り
わ
け
発
禁
処
分
の
一
翼
を
担
っ
た
『
東
京
朝
日
新
聞
』
で
の
「
危
険

な
る
洋
書
」
の
連
載
に
抵
抗
し
、
鴎
外
は
「
危
険
な
る
洋
書
」
の
翻
訳
を
精

力
的
に
行
っ
て
抵
抗
し
て
い
る
。
「
パ
ア
シ
イ
族
の
目
で
見
ら
れ
る
と
、
今

日
の
世
界
中
の
文
芸
は
、
少
し
の
価
値
を
認
め
ら
れ
て
い
る
限
は
、
平
凡
極

ま
る
も
の
で
な
い
限
は
、
一
つ
と
し
て
危
険
で
な
い
も
の
は
な
い
」
と
記
し
、

「
危
険
な
る
洋
書
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
告
発
す
る
「
沈
黙
の
塔
」
を
発
表
し
、

日
本
の
閉
塞
状
況
を
打
開
し
よ
う
と
し
た
。
こ
れ
ま
で
見
た
よ
う
に
、
鴎
外

の
意
図
を
当
時
『
ス
バ
ル
』
に
連
載
し
て
い
た
『
椋
鳥
通
信
』
か
ら
も
読
み

取
る
こ
と
が
で
き
る
二
。

芸
術
も
学
問
も
、
パ
ア
シ
イ
族
の
因
襲
の
目
か
ら
は
、
危
険
に
見
え
る

は
ず
で
あ
る
。
な
ぜ
と
い
う
に
、
ど
こ
の
園
、
い
つ
の
世
で
も
、
新
し

い
道
を
歩
い
て
行
く
人
の
背
後
に
は
、
必
ず
反
動
者
の
群
が
い
て
隙
を

窺
っ
て
い
る
。
そ
し
て
あ
る
機
会
に
起
っ
て
迫
害
を
加
え
る
。
た
だ
口

実
だ
け
が
国
に
よ
り
時
代
に
よ
っ
て
変
る
。
危
険
な
る
洋
書
も
そ
の
口

実
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
っ
た
。

「
沈
黙
の
塔
」
の
結
末
と
な
る
こ
の
一
文
に
お
い
て
、
鴎
外
は
国
や
世
を

変
え
て
い
く
「
新
し
い
道
歩
い
て
行
く
人
」
の
邪
魔
を
し
、
「
迫
害
を
加
え

る
」
「
反
動
者
」
(
「
危
険
な
る
洋
書
」
と
い
う
口
実
に
お
い
て
は
『
東
京
朝

日
新
聞
』
の
「
危
険
な
る
洋
書
」
の
記
者
お
よ
び
、
言
論
弾
圧
を
行
う
体
制

側
の
人
間
)
に
対
す
る
怒
り
を
表
し
て
い
る
。
芸
術
も
学
問
も
ご
国
の
一

時
代
の
風
尚
に
肘
を
撃
せ
ら
れ
」
ず
、
「
因
襲
を
破
っ
て
進
ん
で
」
行
か
ね

ば
、
死
に
た
え
て
い
っ
て
し
ま
う
。
そ
れ
に
対
す
る
危
機
感
こ
そ
を
発
動
せ

ね
ば
な
ら
な
い
の
に
、
「
国
」
「
時
代
」
に
囚
わ
れ
「
新
し
い
道
」
を
ふ
さ
が

ん
と
す
る
「
反
動
者
」
に
対
す
る
鴎
外
の
噺
笑
の
態
度
が
皮
肉
的
に
表
現
さ

れ
て
い
る
。

「
沈
黙
の
塔
」
で
は
「
芸
術
の
認
め
る
価
値
は
、
因
襲
を
破
る
処
に
あ
る
。

因
襲
の
圏
内
に
う
ろ
つ
い
て
い
る
作
は
凡
作
で
あ
る
」
「
学
問
も
因
襲
破
っ

て
進
ん
で
い
く
。
一
国
の
一
時
代
の
風
尚
に
肘
を
製
せ
ら
れ
て
い
て
は
、
学

問
は
死
ぬ
る
」
と
記
し
て
い
る
。
言
論
弾
圧
が
強
ま
り
文
芸
の
自
由
な
発
展

が
望
め
な
い
日
本
社
会
へ
の
憂
い
、
大
逆
事
件
を
は
じ
め
処
罰
・
検
閲
を
強

1
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化
し
て
い
く
当
局
へ
の
怒
り
が
、
「
沈
黙
の
塔
」
の
「
因
襲
を
破
」
ら
ね
ば

「
学
問
は
死
ぬ
」
と
い
う
強
い
主
張
に
結
び
つ
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

言
論
統
制
が
強
化
さ
れ
る
明
治
末
期
の
陰
欝
な
る
社
会
状
況
の
中
に
あ
っ
て
、

ど
の
園
、
ど
の
時
代
に
お
い
て
も
芸
術
、
学
問
に
お
い
て
真
に
価
値
を
発
揮
す

る
も
の
は
「
因
襲
を
脱
す
る
」
こ
と
で
あ
り
、
や
み
く
も
に
弾
圧
し
た
り
し
「
新

し
い
道
」
へ
進
む
こ
と
を
「
妨
げ
る
」
こ
と
が
い
か
に
愚
か
な
こ
と
で
あ
る
か

強
く
訴
え
か
け
て
い
る
。

付
記
，
本
稿
は
、
科
学
研
究
費
基
盤
研
究
C
(課
題
番
号
二

O
O
二
三
一
)
の

研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

「
『
椋
鳥
通
信
』
へ
の
視
角
|
鴎
外
の
意
思
表
明
|
」
(
『
富
大
比
較
文
学
』
一
集
、

二
O
O八
・
二
)

「
読
売
新
聞
」
(
明
治
四
十
二
・
六
・
三
)
の
「
文
壇
は
な
し
だ
ね
」
の
中
で
、

「
雑
誌
ス
バ
ル
の
ス
バ
ル
と
い
ふ
名
は
、
外
語
だ
ら
う
と
言
ふ
人
も
あ
れ
ば
、

何
か
の
語
呂
だ
ら
う
と
言
ふ
者
も
あ
る
、
同
誌
の
初
め
て
出
た
時
は
其
処
ら
で

色
々
な
解
釈
が
あ
っ
た
や
う
だ
が
、
と
ジ
の
結
局
は
天
体
の
星
の
名
と
解
っ
た
、

さ
て
此
名
を
つ
け
た
人
は
森
鴎
外
氏
で
あ
る
の
だ
さ
う
だ
」
、
「
同
誌
の
巻
末

の
椋
鳥
通
信
と
題
し
た
海
外
文
壇
の
通
信
は
、
随
分
敏
速
な
る
道
理
、
こ
れ
も

森
鴎
外
氏
が
日
々
の
新
聞
紙
か
ら
抄
摘
し
て
執
筆
さ
れ
る
の
だ
と
」
と
報
じ
ら

れ
て
お
り
、
「
無
名
氏
」
が
実
は
『
ス
バ
ル
』
の
後
ろ
盾
と
し
て
支
え
て
い
た

鴎
外
で
あ
り
、
連
載
当
初
か
ら
鴎
外
が
編
ん
だ
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
て
新
聞

メ
デ
ィ
ア
の
関
心
を
呼
ん
で
い
た
こ
と
が
記
事
か
ら
裏
づ
け
ら
れ
る
。

三
『
椋
鳥
通
信
』
の
情
報
源
に
つ
い
て
は
、
小
堀
桂
一
郎
(
『
森
鴎
外
|
文
業
解
題
(
創

作
篇
)
』
岩
波
書
店
、
一
九
八
二
・
一
)
が
、
鴎
外
が
定
期
購
読
し
て
い
た
と
さ

れ
る
ド
イ
ツ
の
日
刊
新
聞
な
ど
の
他
に
は
フ
ラ
ン
ス
、
イ
ギ
リ
ス
、
イ
タ
リ
ア

な
ど
で
刊
行
さ
れ
て
い
た
誌
名
も
、
『
椋
鳥
通
信
』
の
記
事
の
中
に
散
見
さ
れ
る

こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
筆
者
は
当
時
の
ド
イ
ツ
の
新
聞
を
実
際
に
調
査
す
る

こ
と
で
、
主
要
な
原
典
が
ベ
ル
リ
ナ

l
タ
l
ゲ
プ
ラ
ッ
ト
と
確
定
し
て
よ
い
こ

と
を
、
拙
稿
「
『
椋
鳥
通
信
』
へ
の
視
角
3
|
『
椋
鳥
通
信
』
の
原
典
ベ
ル
リ

ナ
l
タ
l
ゲ
プ
ラ
ッ
ト
に
つ
い
て
|
」
(
『
富
大
比
較
文
学
』
三
集
、
二

O
一
0
・

十
二
)
で
明
ら
か
に
し
た
。
さ
ら
に
、
『
森
鴎
外
『
椋
鳥
通
信
』
の
人
名
紹
介
・

人
名
索
引
』
(
文
学
に
お
け
る
国
際
交
流
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
報
告
書
、
富
山
大
学
人

文
学
部
、
二

O
一
0
・
三
)
並
び
に
『
「
知
の
東
西
融
合
」
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
報
告

書
』
(
異
文
化
理
解
の
検
証
と
普
及
一
森
鴎
外
生
誕
一
五

O
周
年
記
念
一
森
鴎

外
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
報
告
書
)
(
富
山
大
学
人
文
学
部
、
二

O
一
一
了
十
一
)
で
明

ら
か
に
し
て
き
た
。

凶
「
『
椋
鳥
通
信
』
へ
の
視
角
4
|
『
椋
鳥
通
信
』
の
原
典
ベ
ル
リ
ナ
l
タ
l
ゲ

プ
ラ
ッ
ト
と
発
禁
問
題
|
」
(
『
富
大
比
較
文
学
』
三
集
、
二

O
一
一
・
十
二
)

瓦
「
『
椋
鳥
通
信
』
に
お
け
る
鴎
外
の
引
用
戦
中
略
「
市
民
的
公
共
圏
」
を
求
め

て
|
」
(
鴎
外
生
誕
一
五

O
年
記
念
号
『
鴎
外
』
九
十
一
号
、
二

O
一
一
了
八
)

六
注
五
で
指
摘
し
た
よ
う
に
、
『
椋
鳥
通
信
』
に
は
、
鴎
外
の
同
時
代
の
日
本
の
検

聞
や
政
治
の
現
状
に
対
す
る
批
判
的
見
解
で
あ
る
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。

七
「
『
椋
鳥
通
信
』
へ
の
視
角
3
|
『
椋
鳥
通
信
』
の
原
典
ベ
ル
リ
ナ
l
タ
l
ゲ

プ
ラ
ッ
ト
に
つ
い
て
|
」
(
『
富
大
比
較
文
学
』
三
集
、
二

O
一
0
・
十
二
)

八
一
九
一

O
年
十
二
月
、
大
逆
事
件
の
公
判
が
開
始
さ
れ
、
翌
年
一
月
、
幸
徳
秋
水

ら
大
逆
事
件
被
告
二
十
四
名
に
死
刑
判
決
が
下
さ
れ
、
十
二
名
は
無
期
懲
役
の

減
刑
に
な
っ
た
も
の
の
、
翌
日
に
は
幸
徳
ら
十
二
名
に
死
刑
が
執
行
さ
れ
た
。

九
注
五
に
同
じ
。

一O

注
五
に
閉
じ
。

二
発
禁
の
嵐
の
中
「
フ
ア
ス
チ
ェ
ス
」
か
ら
「
沈
黙
の
塔
」
、
「
食
堂
」
が
次
々
に

発
表
さ
れ
て
お
り
、
言
論
弾
圧
に
抗
す
る
三
作
品
を
鴎
外
が
意
識
的
に
執
筆
し

て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
の
三
作
品
が
い
ず
れ
も
永
井
荷
風
が
編

集
・
発
行
人
で
あ
る
『
三
田
文
学
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
資
料
③
に
示
し
た

よ
う
に
荷
風
は
風
俗
壊
乱
に
よ
り
発
禁
処
分
を
受
け
て
い
る
が
、
「
危
険
な
る

洋
書
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
も
二
度
に
わ
た
り
名
前
が
あ
げ
ら
れ
て
批
判
の
的
に

な
っ
て
い
る
。
言
論
弾
圧
に
抗
す
る
三
作
品
を
『
三
田
文
学
』
に
発
表
し
た
の

も
鴎
外
の
抗
議
の
意
図
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
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1910年2月四12月『徳島通信』の鎗調書(奥行線止を含む}に闘わる毘事

注)頁・行は岩波版『鴎外全集』第27巻による。

なお、空欄lまBerlinerTageblattの該当記事がないことを示す。

Berliner 
BerJiner Tageblatt 

年月 頁 行 本文 Tageblatt 

E盆
見出し

ロシアの大学教授T国nderは陥Iωn小伝を出板したところが、治安に妨害
1月7日夕刊、3141 4 ありといふので逮捕せられた。尤裁判の末無罪にはなったが、書物は禁ぜ Der angeklag旬Milωn

られた。
頁

6 維也納で既に十九回奥行になったRodaRoda，Karl Roesslerの合作Der1月18日朝刊、 Nach neunzehn Auffu 
145 

Feldherrnhuegel(婚創)が突然禁止せられた 2 3頁 hrungen verboten 

150 
8 1I自林で奥行を禁じたMaud田Maeterlinckの新作M町岨Magdalenaをラ 1月21日夕1問、

Das freisinnige Leipzig 
イプチヒの8tadtthea旬rでは三月十二日に興行するl 2頁

露国ではLeonidAndrejewのAnathemaを銃じた市と禁ぜない市とがあ 1月24日朝刊、
152 16 って、彼得隻では二十五回、莫斯科では六十回演ぜられたが、とうとう全国 Der verbotene Andrejew 

1910年2月 で禁ぜられてしまった。神を涜し俗を乱るといふ理由である。
2頁

18 伯林でMaeterlinckのMariaMagdalenaの奥行を策じたに就いて、教務 1月14日夕刊、 Der verbotene 
154 

大臣へ交渉を鼠みたが不調である。 3頁 Maeterlinck 

ミュンヘンのLangenで出板した労働新聞記者MaxWinterの小説Der

159 2 IFall Hofrich旬rは襖太利の海入書状の疑獄を書いたものである。題名の 1月27日朝刊、
Der Hofrichter=Roman 

士宮の為めに莞を曹がうとしたものである。ヰインでは一月二十四日朝其 2、3頁

書が到着したのを午前のうちに禁止した。

ヰインでは政府がFeldherrnhuegelの奥行を中止せしむるに暖昧手段を
1月27日夕刊、

160 
4 I取以上ったlのとい禁ふ止のも弓で|H舎eにrm出aたnn Bahrが公開演説をした。Bjoernsonの「人力

Das Hinterturl 
1-3頁

166 12 維也納で祭じ、{自林でも維也納への遠慮で禁じたFeldherrnhuegelをライ 2月8日夕刊、2
Das freisinnige 8achsen 

プチヒでは認可した。 頁

169 3 1
8

会

t

社
rauがs出sの来サでロ.メ草は笛こーれ康ま行でに倫す敦るでと猿止ぜがら盟れ盲『てせゐらたれが全、今度新しいオペラ

2月11日朝刊、
"8alome"血 London 

第38朝刊、
171 2 1:世rのag物の宴警へ視に庁なはっOてt加ゐCる田ぬhe配 hkaの様体画(チヨオク)の展覧を禁じて、

2重
Daspr白dePrag 

プロイセンで禁じたMae飴rlinckのM町悶 Magdalenaがライブチヒで奥行 2月21日夕刊、 Theaterchronik: (5. Abs.) 
173 12せられることになってゐたが、又ハンブルクでも興行せられることになっ 3頁 Maeterlincks 

t=. 
猿襲な歌に就いての歌うたひの意見。猿事Eな歌を止めることは、趣味のあ
る聴衆は同意であらう。出来ることなら、散に歴史的の深みを持たせたい。

1910年3月
Yvette Guilberι道徳論者は馬鹿である。穿ちがなくなったら、客はまるで

はいるまい。LouおeBalthy.今の露骨な色気を止めて、十八世紀頃のやう
2月22日朝刊、 Var泌総sternegegen die 

174 6 なおとなしい色気にしたい。Mile.Lanthenay.今の猿量産は聴衆だって胸を
3頁 Zote 

悪がってゐるだらう。真面目な家族に聞せられる歌にしたい。政府が禁止を
してゐる聞は、その禁止せられる敬が聞きたいといふ情があったが、今は

禁止が解かれたので、人民が自覚して狼護なものは聞きたがらなくなる時
代である。AnnaTliibaud 

177 18 一幕物DieMorgenroethelまVik旬r防 kの作であるが、伯林で興行を覇権 2月28日夕刊、
Ein verbotener Einakter 

ぜられた 3頁

理馬法相Zahleの演劇取締法案が通過すると、大進歩である。検問官の Aufhebung der 

179 2 廃止。奥行願の廃止。脚本を審査委員会に出して、承認せられた上は、警 3月2日朝刊、2
Theaterzensur in Da 

察はこれに容撮することが出来ない。委員は三名で肉ー名は法学者、一名 頁
nemark 

は文学者といふ規定である。

1910年4月 なし

210 17 
ReJiquieといふOtω Frlerの矯劇が伯林で奥行禁止になった。殆ど問時に 4月16日朝刊、

Vom Hebbel=theater 
Eduard BuchnerのWemgehoert Helne?も禁止になった。 3頁

伯林の分裂派(8e盟国ion)展覧会は四月十六日正午に開かれて、 Max

Liebermannが開会の演説をした。その中に8alondes Independants 
4月16日夕刊、1910年5月 211 6 I(P町田)でやるやうな無鑑査展覧会を伯林で開くことは不可能だといふ理 Er凸ffnungder 8e田ssion

由の説明なんぞがあった。こん度の会の呼物lまManetのMaxim出an帝
2，3頁

が銃殺せられる図である。

221 7 1伯箪林させ大な展が覧ら会撤は回Sをan勧d告orしJたur。aそyのれ彫を不製D当eとrすkeるu謹sc論heがJあosるep。hを鑑査に及
4月27日朝刊、

Komm阻sione/a Jury 
~ 

q
J
 

n叫
d



先頃自殺した女小説家IrmaGoeringerの作
5月14日夕刊、

247 4 Ischlingpflanzen(Muenchen. Pieper und Co.)は男色の記事があるの Kleine Mitteilungen 

で、ミュンヘンで発売繁止になった。
11頁

254 
5 脚本Dieletzten sechs Wochenはベルリンで奥行禁止になった。作者は 5月25日朝刊、 Zensurverbot eines Milita 

Leo Jungmannである。 15頁 rschauspieJs 

255 
2 ベルリンLadyschnikow発行のD.S. Mereschkowski作の脚本rPaul帝 5月25日夕刊、 Das staatsgefahrliche 

の死』はベルリンで奥行禁止になった。 3頁 Pauschen 

1910年日月 ロオマ時代のPe仕oniusArbi旬rの小説をHeinseが訳して、一七七二年

258 1 に出版したものがある。それに入れてある六枚の図が猿裏だといふので、ミ 5月31日夕刊、
Der Roman des Petronius 

主ユあンらヘっンとでL発売策止になった。それを聯邦の法廷に抗訴して、禁止を解い 5頁(※)

258 
15 紐育のPos旬rPrinters Associationは絵看板を椿へる組合であるが、此 6月1日夕刊、

Das moralische 
頃tricot(薄肌着)を着た女の函は一切印刷しないといふことにした。 2、3頁

テアトル・フランセエ朗読会は評議役六人、俳優男ニ人、女一人の組織で、
6月5日朝刊 Das Lesekomittee der 

261 3 作者が自分に読んで聞かせるのであった。それが一九0一年十月に

Leygues大臣の命令で停止せられてゐた。こん度再興になる。 {※)2頁 Comedie 

274 
14 ベルリンでNacktkulturといふことを唱へて、裸体になる会があったのが 6月25日朝刊、 Aufbebung einer" 

禁ぜられた。 3頁(※) Nacktloge" 

ヰインでSchwerdiner作のPriessnitz記念像が排斥せられた。それは裸
6月27日夕刊、

277 11 体のNympheを作ったからである。その外男子の裸体の騎馬像を
11頁

Die prUden Wiener 

Muellnerの作ったのも排斥せられた。

波蘭のFabianskiがかいてミュンへンの硝子宮に出品したAusdenReich 

des Zarenといふ画は、一九O五年にKiewで猶太教徒を殺した事をかい 6月29日朝刊、 Die politische Jury in der 
278 10たものであったが、ロシア帝を辱めたものとして其筋に取除きを命ぜられ1910年7月 3貰 Munchener Au田 tellung

た。但当時の虐殺は帯の命令ではなくて、どちらかと云へば、紹勅に附会し

たものであるから、帝を辱めるわけはないと鎗ずるものがある。

ミュンへンの硝子宮に出してあった波蘭人Fabijanskiの作、『ツアアルの

回より』と題した画は、ロシ動ア派公)を使司の精求によって取り卸された。それは所

282 
5 鰐Pogrom臼tの一派(反 を中傷してゐるといふのである。此政派は

「圏内平和の快復に努力せよjといふ意味の詔勅(一九O五年十月十七

日)の出るのを待って、 Kiewで猶太人を虐殺したのである。画は其光景を

かいたのである。

303 
6 ミュンヘンの宮廷劇織ではFrankWedekindの側線舞(Totentanz)を興

行しようとして禁止せられた。

Transvaalにゐる印度人Gandhiが英国に往反する船中で書いたlndian

Home Ruleは面白い書である。古来の東洋の文化は神の集で、今の西洋

311 
の文化は悪(br魔uの旬業foでrcあe)るで。、此悪魔の手を脱するにはこつの方法がある。

11 ーは暴力 、これを用ゐるのは不利である。ーは霊力(soul

force)で、自分はこれを用ゐることを印度人一般に勧める。霊力を用ゐる
1910年8月 方法は、受自動的抗抵にあると云ふのである。英人は此書を印度へ輸入する

ことを禁じた。

一旦許した脚本の奥行を禁じた最近の例は、ライブチヒでLeoJungmann 

323 6 のDieLetzten Wochen、又ブラウンシユワイヒでLipschitz.Davis合作の

Gretchen等である。風俗を穣乱した実跡を包めたと見えるなどと冷かすも

のがある。

326 18 
von Schoenebeck夫人の夫A.O.Weberの著書DasBuch mit dem 

Feigenblattは卑猿だといふので告発せられた

伯林で会員組織で興行してゐるFreieVolksbuehneは警視斤の検閲を受

332 14 けない事になってゐたが、こん度受ける事になった。あの劇場は「労働者

運動の地盤に立ってゐるJ云云の引札を配ったものがあったからの事らし

い。

333 
3 ベルリンのNeuefreie VolksbuehneもFreieVolksbuehne同様に取り

締られる。

1910年9月 Ohne Feigenblattと題したA.O_Weberの書が狼裏だといふので訴へら

333 11 れたが、寵刺だといふので無罪になって、費量売禁止を解かれた。本人の様

iiの主な理由は濁逸に綿入せられてゐる仏人なんぞの著述よりはおとな

しいと云ふのであった。

ミラノの青年書家が五人自ら未来派(Futur泊旬s)と称して宣言書を出した。

334 16 中にこんな事がある。『裸体が面白いといふので、雄も彼も自分の妾の写

生をし出すので、堕豚の図ばかりになる。今後+年聞は裸体は一切禁じた

い。 j
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法皇がvonCurtius教授(瑞西)に与えた書織が公にせられた。これまでよ

353 10 り一歩進めて、現代主義(モデルニスムス)に対する防温を文学方面に績張

して、小説や僻論を取締るといふのである。
1910年10月

イ11リアであまり風俗犠乱の為めの発売禁止がはげしいのでGiovane
361 4 IItalia新聞がBibelの中のをかしいところを列記して、これはどうだと云った。

そして告発せられた。妙な裁判になるだらうと、世間がおもしろがってゐる。

1910年11月 なし

382 171r危険なる年齢』と題するK町 inMichaelisの小説は四十から五十までの

、たもので‘物援が起ってゐる

ロシアの議会へ富論に関する質問を出すと去ふので、労働者党が材料を 11月5日朝刊、 Die Presfreiheit vor der 
389 3 1:集唱なめてあ曽品る7。Dum.a，第，一回の開設以来言論の自由を妨げた政府の処置を 3面 Reichsduma 

ベルリン警察が奥行量産止権を自由劇場iに適用した件で、大会織があった。

決議の末文は左の通りである。DieVersammlung四tder

Ueber田 ugung，dass das Geistesleben der Nation keiner 

polizeilichen Oberaufsicht bedarf und sich. nur in voller Freiheit 
11月15日朝 Freie Volksbuhne und 

394 1 Isegensreich entwickeln kann. Sie fordert daher nicht nur出e

Wiederherstellung der目 Zensurfreiheitder Freien Volksbuehne， 
刊、3面 Zensur 

sondern die Beseitigung der veralteten Theater田 nsur

ueberhaupt.此会緩でAlfredKerrはベルリン大学でHauptmann，

Liebermann二人に名誉学士を贈らなかったのを冷評した。

1910年12月 瑞典人W曲 elmHarωverdがシベリアで作った歌曲の奥行権をAnωn
11月22日夕

403 5 IEichenwaldが買って、伯林に持て来て奥行しようとして、-![禁止せられ
刊、 1、2面

Sibirien und Berlin 

たが、後には許された。

405 11 I Koenigsbergの市劇場でWedekindr春の目さめ」を禁じた。
11月23日夕 "Fruhlings Erwachen" 

刊、2面 verboten 

407 16既にロンドンやMonωCarloで奥行したBrieuxの「信仰J(挨及の史創)を 11月28日夕 Zensur in Theatre Franc 

テアトル・フランセエの検閲で拒絶した。 干IJ、3面 aIS 
KoenigsbergでWedekindの「春の目さめJを禁じたのを不当として、同地

11月30日朝 E血 akademischerProtest 
408 9 大学々生が大会を催すに就いて、芸術史家たる教授Haendckeは調査

干IJ、2、3面 gegen也eZensur 
I (Referat)を受持った

ロンドンでやっとSalomeの興行を許したは好いが、血の附いた預言者(ヨ
410 17 ハナンの名Iま禁ぜられた)の首を出しては行かぬとのことで、虚な皿になっ

た。

411 4 IOkeanと題するAndrejewの新脚本はロシア全国で興行することを禁ぜら

|れ弁
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〔資料①)r椋鳥通慣J1909年 3月から 1910年 3月項目分類褒とその項目数

〔資料②〕 椋鳥通信の原典ペルリナーターゲブラットの骸当箇所

全集 27巻 P141L4

ロシアの大学教授百anderはMilton小伝を出板したところが、治安に妨害ありといふので逮捕

せられた。尤裁判の末無罪にはなったが、書物は禁ぜられた。

(1910年 2月 7日夕刊、 3頁) Der angeklagte Milton 
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P145L6維也納で既 に十九回興行になった RodaRoda，Karl Roessler の合作 Der

Feldherrnhuegel (嬉劇)が突然禁止せられた。(1910年2月 18日朝刊、2、3頁) Nach neunzehn 

Auffuhrungen verboten 
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P150L8 

伯林で興行を禁じた MauriceMaeterlinckの新作 MariaMagdalenaをライプチヒの

Stadttheaterでは三月十二日に興行する。

(1910年2月 21日夕刊、 2頁) Das仕eisinnigeLeipzig 
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P166L12 

維也納で禁じ、伯林でも維也納への遠慮で禁じたFeldherrnhuegelをライプチヒでは認可した。

(1910年 3月 8日夕刊、 2頁)Das Freisinnige Sachsen 
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[資料③)r東京朝日新聞』明治 43年 9月 16日から 10月 4日にかけて、『危院なる洋書』と題する 14固にわ

たる遭揖キャンペーン毘事(下線箇所は『沈黙の塔』で取りよげられている作家)

明治 43年 9月 16日
マ所謂新思想、新文義の病源、 モ}パッサン

5面危険なる洋書①

明治 43年 9月 17日 マ所謂現代思想、の毒泉イプセン

5面危険なる洋書② 女を毒する者の第ーは「人形の塞」であらう，__rヘッダ・ガブラアJの女主人公

明治 43年 9月 18日 マ被壊，思想、の火元 露西亜小説「歓ゆと楽ぴ境あJ，上主主上4の小説例へば「復活J，ツルゲ子ネーフ「父と子J，

6面危険なる洋書③ ゴリキー，アンドレーフ「七刑人物語」

明治 43年 9月 19日 マ自堕落人生観の本噂 類廃詩人ベルレーヌ，ラムボー，不健全なベルレーヌの詩或はボドレール、シ

6面危険なる洋書④ モンズ

明治 43年 9月 20日

6面危険なる洋書⑤
マ姦通小説鼓吹の先達三旦二三止のマダム、ボヴリー

マ差機殺動小説と紹介者 エデキント r春機後動J， rチチ、ハハ」と云ふ小説には少女の肉鰻的教

明治 43年 9月 21日
育の事が書いてある。戯曲には先にあげた二つの外「惚れ薬J r出震前半時間J (鴎外輝『一幕物J中

にあり)その他二三あるが今「春機授動Jの梗概， rヒラルダJ，森鴎外先生は日本に於けるエデキン
6面危険なる洋書⑥

トの最却の輯介者であるが、此の鴎外先生は昨年「スノ〈ルJに青年の性慾綬達史めいたものを書いて殺

直禁止を受けさせられた而して博士の夫人は頻りと婦人生殖器に関する新作を公にされる

マ宗教道徳に反抗して悪魔気取 ニイチエ，ザラツストラ， r無花果」の著者、今の新社会劇の作者中

村春雨も近頃大分ニイチエを振廻す様になった、其「牧師の家Jの根本思想、はニイチエで其他の大部分

明治 43年 9月 22日 はイプセンだ「牧師の家Jといふ名からしてイブセンの「人形の家」を虞似たらしくて厭だが船長が夫

6面危険なる洋書⑦ 人を脅喝する辺もイブセンの「海の夫人Jに似て居るし、更に子供が塔から堕ちて死ぬ慮なども

IBUSENNlHAあるのだ。此人遠の見営で進めば日本の祖先崇拝など悠見なるか考へでも恐ろしいではな

いか。正宗白鳥、と旦ニ』チェーホフ

明治 43年 9月 23日
マ情けない模倣生活の文士 オスカワイルド

6面危険なる洋書③

明治 43年 9月 24日 マ「春Jと「田舎教師」の種本 メレヂコスキー， r神々の死J， rピータ一大帝J，メレヂコスキー

6面危険なる洋書⑨ の「先駆者j

明治 43年 9月 27日
マ優柔不断堕落殺人の奨励~y.と芝生の『死の勝利~， r人目樺らぬ快楽に耽った」

6面危険なる洋書⑮

明治 43年 9月 28日

6面危険なる洋書⑪
マ徴兵忌避の煽動 アンドレーフ， r赤き笑J (二葉亭謬血笑記) r信仰J， r深淵J，所謂「赤き笑」

ゾラの「ナ ).J， rルーゴ、ンマッカール小説叢書J， r居酒屋J， rら土・てるJ， さて日本でゾラの崇拝

明治43年 9月 29日 者は「魔風恋、風J rコブシJ等の著者 派肉情文撃の大家小杉天外氏であるが彼が作中遺侍などを説く

6面危険なる洋書⑫ 慮などはゾラは系統だ、猶亦近時悌鵬西風を吹かす永井荷風一名新為永先生も最初はゾラから偽蘭西の

腐敗文撃に没頭し始めたのだがそれは改めて説く

l明治 43年 10月 1S マ忠孝を冷笑する永井荷風 非愛国的傾向，ゾラ、モーパッサン、ロヂ、マルセル、プレヴオ、バサeン、

5面危険なる洋書⑬ フランス、ボドレール

|明治 43年 10月 4S マ幸徳一派の愛読書，クロポトキン「ー革命者の侍記j

6面危険なる洋書
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